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水木しげる、山下清 2 人の天才が今月で生誕 100 年を迎えます。 

これを機に彼らの世界に触れてみませんか。 （冨士田・田端） 

【わたくし本大賞】 受賞作品の一部を紹介します 
１月から「わたくし本」大賞と題し、図書館利用者のオススメの本を募集しました。その結果を一般テーマ展 

にて展示します。他の人がオススメする本をぜひ、読んでみてください。 

 
        

 
 
 
 
 
 
  

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

水木 しげる 3/8 生まれ 山下 清 3/10 生まれ 

新しく次のことができるようになりました。 

・全ての館内でセルフ貸出機による貸出が可能  ・インターネットから貸出資料の期限延⻑が可能 
ただし、下記の資料については、カウンターで手続きをしてください。 

・音楽 CD ・予約資料 ・付録(DVD や CD)がついた資料 

詳しくは図書館員までお問合せください。 

 

 

【図書館のシステムがリニューアル】 

『にじ⾊のガラスびん』 Ｍ．ピクマル∥作 あかね書房 

へんくつおじさんと子どもたちが作り上げていくものを、本を読み 

ながら自分も一緒に作っている気持ちになれるからです。（女性） 

『トコトンやさしい建設機械の本』 宮入 賢⼀郎∥著 ⽇刊⼯業新聞社 
 2 才の息子がケンキにはまっていて、ついにこんな大人の本にまで… 

これでケンキはオール OK です！！（男性） 

『図書館戦争』 有川 浩∥著 メディアワークス 角川書店（発売） 

「図書館×戦争」という非現実的な設定ながらも、自由のため、己の信念のため、 

愛する人のために生きる登場人物がかっこいいから。（女性） 

『山下清の放浪地図』 

山下 浩∥監修 平凡社 

一般書 39 723.1/ヤマ 

カラフルな作品から懐かしい 

昭和の風景が感じられる。 

『家族が語る山下清』 

山下 浩∥著 並木書房 

閉架 723.1/ヤマ 

「裸の大将」のイメージとは 

異なる実像が見えてくる。 

『水木サンと妖怪たち』 

水木 しげる∥著 筑摩書房 

一般書 39 726.1/ミズ 

世界中の妖怪を探しに旅して 

まわったエッセイ。 

 

『別冊怪 追悼・水木しげる 
世界妖怪協会全仕事』 

水木 しげる∥著 KADOKAWA 

一般書 39 726.1/ミズ 

対談集や妖怪人類学フィールド 

ワークなど内容が充実。 

 

おすすめコメントも

ご参考に！ 



日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

3月の図書館カレンダー

 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こどものほんだな 

各分館でも、いろいろな行事をおこなっています。 

詳しくは、豊岡市広報紙または分館だより、 

ホームページをご覧ください。 

 http://lib.city.toyooka.lg.jp/ 

3 月の行事予定（本館） ●は申込みが必要です。 

※新型コロナウイルス対策のため、今⽉は、すべての図書館⾏事を中⽌します。 
  ご迷惑をおかけしますが、ご了承ください。 
 

●おはなしのゆりかご 
いっしょにおはなし会 

 

いっしょにおはなし会 

 

●としょかん映画会  

 

『ことりのみずあび』 

マリサビーナ・ルッソ∥作  

なかがわ ちひろ∥訳 

あすなろ書房 

E/ルッ えほん 13 

 
４月から中学生になる優菜は、おばあちゃんも夜間

中学に通うことを知って驚きます。おばあちゃんは、

読み書きが出来ない事を恥ずかしく思っていたのです

が、夜間中学の看板を見て、一大決心をしたのです。

ほどなくして、足をくじいてしまったおばあちゃんの

付き添いで、優菜は夜間中学の授業にも参加すること

になります。そこには、年齢も国籍も様々な人たちが

いて、それぞれに学びたい理由があるのでした。おば

あちゃんが自分の名前の漢字の意味を知った時、涙を

流したのはなぜだったのでしょう。優菜は自分のリア

ルな中学校生活と夜間中学の両方を経験し、「学ぶ」

ということの本当の意味を知っていくのでした。 

夜間中学がどんな所なのか興味がわきますね。「学び

たい」「やり直したい」という気持ちを受け止めてくれ

る場所がある事は、多くの人の励みになるでしょう。

小学校高学年から。           （藤原） 

 

『夜間中学へようこそ』 

山本 悦子∥作 

岩崎書店  

Y/ヤマ じどう 7 

 

高いビルの窓辺に小さな巣があって、一羽の小鳥が

暮らしています。雨の翌朝、小鳥は目を覚ますと歌い

はじめました。“雨がやんだよ、雨がやんだよ。水浴

びにぴったりのいい日だよ”それから、水浴びのでき

る場所を探しに町の中へ飛び出しました。公園に水た

まりを見つけて、ちゃっぷーんと飛び込み、水浴びを

していましたが、ボールが飛んできたり、小さな女の

子に水をはねかされたりして、そのたびに慌てて逃げ

なければなりません。水たまりは次第に小さくなり、

水浴びはやむなく終了。しょんぼりして飛んでいまし

たが、今度はきらきら光る噴水を見つけて… 

水をはねかす小鳥の表情が、いかにも気持ちよさそ

うで、すがすがしい気分になります。水浴びしている

ところに次々にやってくる障害物から、逃げたり戻っ

たりの小鳥の冒険にドキドキしながら楽しめます。読

んでもらえば３歳くらいから。       （奥） 

イラスト協力 WANPUG 

●おはなしのゆりかご 

in なかよし広場 

 

●としょかん映画会  

 

おはなし会 

●土曜としょかん 

 

スマホサイト 

 

フェイスブック 

 


